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浮田 隆 ･見明康雄 ･山本隆史･田熊庄
三郎(東京歯大)
歯と歯周組紐の加齢に伴う変化を屯顕レベルで
明らかにすることを目的として､材料にサルを選
び研究してきた｡今回は､現在までに番田された
所見を整理し､今後の問題点について報告する｡1)歯質の変化について;●2-5歳例では歯冠
嘆頭に変化は見られない｡10-20歳例では攻矧 こ
よる歯質の磨滅が生じ､象牙質が露出する｡28歳
例ではその程度は甚だ'しく､約二象牙矧 こまで及
ぶ｡研磨標本では攻耗面から歯駄腔にかけて不透
明帯が認められる｡この部はマイクロラジオグラ
ムの結果､高い石灰化が示された｡
2)歯髄の変化について;5歳例の正7;号歯髄で
は､象牙芽細胞は予成象牙質に接して柵状に配列
し､長い突起を象牙質内に入れている｡細胞質内
には､粗面小胞体･ゴルジ装正･ミトコンドリア
などを有するが､その発育程度は歯質形成期のも
のに比べ極めて低い｡28歳例では歯斑腔は､攻耗
によって出来た補綴象牙質や駄床底部の不正象牙
質の多量添加にJ:り､著しく狭窄している｡この
部の象牙芽細胞は萎縮し偏平となり､不規則な外
形を示し､その数も城少している｡細胞質は狭く
小器官も殆ど観察されない｡歯砥細胞は紡錘形を
呈し､著しく長い突起を出している｡細胞矧 こは
粗面小胞体 ･ゴルジ装置 ･ミトコンドリア･リポ
ゾーム等の他に､しばしばコラーゲン線維を入れ
た小体が観察される｡細胞間隙は微細網状の物質
と少量のコラーゲン線維を含む｡
3)歯周組織の変化について;2-5歳例では
歯根膜は細胞成分に富み､多量のコラーゲン線維
が密に錯走している｡細胞小器官は豊富で発育も
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